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地理歴史科（日本史Ａ）学習指導案 

                         指導者  東山 真也 
 

 

 

１ 履修単位数   ２単位 

 

２ 実施日時    令和３年９月２２日（水） 第２時限 

 

３ 学級      ３年１組（７名）・３年２組（10名） 

 

４ 使用教科書   新日本史Ａ 新訂版（実教出版） 

          

５ 単元名          近代化と私たち ― 国民国家の形成 ― 

 

６ 単元設定の理由 

 

＜生徒観＞    

 本学級は文系コースであり，生徒は世界史Ｂも履修している。今年度４月のアンケートでは，「歴史選択科目へ

の関心度が高い」と答えた生徒が８割に迫り，歴史学習に対して意欲の高い者が多い。授業では，教師の発する問

いに対して，事象の背景や流れを考察し，自身の思考を表現しようと熱心に取り組んでいる。 

 一方で「資料の読み取りが好きか」は約４割，「歴史的な視点から現代社会とのつながりを意識しているか」は

約６割にとどまり，やや消極的な結果となった。本学級の生徒は「総合的な探究の時間」やＳＳＨの課題研究で実

験・観察・データの分析や作成といった経験を積んでいるが，歴史資料を扱う探究活動の経験は乏しい。歴史学習

においても，情報収集や資料活用に取り組み，資料によって生じる解釈の差異等を体験的に学び，獲得した情報活

用力や思考・判断・表現力を，現代の諸課題を考察する力につなげる深い学びが求められている。 

 また，「地理的な視点で歴史を見たり考えたりすることを意識しているか」のアンケート項目では，約８割が当

てはまると答えており，本校の地理歴史科が取り組んできた，時間認識と空間認識をバランスよく身に付ける学び

の結果と考えられる。本単元の学習においても，地理的な視点を含む多様な資料を読み解き，読解の面白さを実感

させ，時間軸・空間軸の両方の視点から思考できる力を身に付けさせたい。 

 

 

＜教材観＞  

 新科目「歴史総合」の大項目Ｂ「近代化と私たち」中項目（３）「国民国家と明治維新」の小項目（ア），及び

中項目(４）「近代化と現代的な諸課題」に該当する部分を，「近代化と私たち－国民国家の形成－」という単元と

して構成した。 

 18 世紀末から19 世紀にかけて，欧米を中心に技術革新による産業の発展と市民階級の台頭を背景に，近代市民

社会の原理が打ち出され，国民国家が成立した。近代化を進める国民国家では，国内において一層の工業化を進め

「国民」の統合をより強固なものとするとともに，国外に向けて市場の拡大と領土の拡張に乗り出した。国際分業

体制を築くこととなった欧米諸国の近代化は，日本やアジア，アフリカの国民国家の形成と人々の生活や社会のあ

り方にも大きな影響をもたらした。こうした「近代」の歴史とその先にある私たちの時代には歴史的連続性があり，

現在の多様な課題に向き合う際，国民国家の歴史から「近代」を問う学びは有益なものとなる。 

 本単元は，国民国家の形成に関わる歴史事象について多様な資料から多面的・多角的に考察し，近代化について
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概念的に把握することを目的として開発した。本単元を通して獲得した知識や概念を材料として，現在の私たちが

抱えている課題に向き合い，自らが思考・判断することで，行動できる資質・能力の育成につながると考えられる。 

 

 

＜指導観＞   

 近代社会や国民国家の成立に関わる文字史料や図像資料には豊富な蓄積があり，それらを教材化し読み解く学習

は学びを深める指導の上で有効である。本単元においては，生徒の関心や読み取りやすさを考慮して資料を選択し，

単元全体を見通した適切な量と内容の資料を読み取る学習となるように留意している。また，ワークシートや１人

１台端末を活用して指導することで，情報を調べまとめる技能とともに，複数の資料から事象を相対化し，概念と

して理解する力の伸長を支援する。さらに，文字や図像に加えて，国・地域の位置関係や領地，勢力範囲等の地図

教材も活用することで，空間的な視点からの思考も促したい。 

 学習形態としては，生徒が単元の基軸となる問いに対して主体的に向き合うことができるように，日常生活や身

近な社会と結び付けて調べる活動や，多様な考えを比較したり相対化したりするグループ学習も取り入れている。

それにより国民国家が成立した近代と私たちの時代とのつながりを生徒が強く意識することで，歴史学習で得た知

識や概念を活用し，現代社会の課題を多面的・多角的な視点から考察できるようになることをねらいとした。 

 

７ 単元の目標 

・国民国家の形成に至る複数の歴史的事象を，時期や年代，推移，比較，事象間のつながりを視点として，多面

的・多角的に捉えることで，「国民国家の概念」を構築する。 

・近代における世界及び日本の国民国家の形成について，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べ，まと

める技能を身に付ける。 

・「国民国家の概念」とそれに基づく「国民国家形成の理由」について，生徒各自が「答え」を見出したうえで

現代との関連性にも着目し，考察したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・本単元を通じて獲得した「国民国家の概念」に照らし合わせて現代社会に目を向けて関連性を見出し，現在そ

して将来に直面すると予測される現代社会の諸課題に自らがどう向き合うかを問い，広範な視点で思考する力

を養う。 

・本単元における学習について，よりよい社会の実現を視野に入れて，現代との関わりに気付くとともに，「国

民国家の概念」を構築し「国民国家形成の理由」を自ら考察する学習を通して学習内容の深まりを自身で振り

返り，今後の学習へのつながりを見出す。  

 

８ 単元の位置づけ 

本単元は現行課程「日本史Ａ」（２）近代の日本と世界 ア 近代国家の形成と国際関係の推移 の学習内容

に位置づけられる。また新課程「歴史総合」大項目Ｂ「近代化と私たち」中項目（３）「国民国家と明治維新」

の小項目（ア），及び中項目(４）「近代化と現代的な諸課題」を踏まえたものである。なお，今年度も「世界

史Ａ」「日本史Ａ」の共通する学習項目については地理歴史科の担当者が共同で授業づくりを行っており，本単

元の内容は現行課程｢世界史Ａ｣においては（２）世界の一体化と日本 ウ ヨーロッパ・アメリカの工業化と国

民形成 及び エ アジア諸国の変貌と近代の日本 に位置づけられる。 

 

 【単元の基軸となる問い（Main Question）】 なぜ近代は国民国家を必要としたのか 
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９ 単元の評価規準 

 【新課程】                 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・国民国家の形成に至る複数の歴史

的事象を，時期や年代，推移，比

較，事象間のつながりを視点とし

て，多面的・多角的に捉えること

で，「国民国家の概念」を構築し

ている。 

・近代における世界及び日本の国民

国家の形成について，諸資料から

様々な情報を適切かつ効果的に調

べ，まとめている。 

・「国民国家の概念」とそれに基づ

く「国民国家形成の理由」につい

て，生徒各自が「答え」を見出し

た上で現代との関連性にも着目

し，考察したことを効果的に説明

したり，それらを基に議論したり

している。 

・本単元を通じて獲得した「国民国

家の概念」に照らし合わせて現代

社会に目を向けて関連性を見出

し，現在そして将来に直面すると

予測される現代社会の諸課題に自

らがどう向き合うかを問い，広範

な視点で思考している。 

 

・本単元における学習について，より

よい社会の実現を視野に入れて，現

代との関わりに気付くとともに，

「国民国家の概念」を構築し「国民

国家形成の理由」を自ら考察する学

習を通して学習内容の深まりを自

身で振り返り，今後の学習へのつな

がりを見出している。 

 

 

 

10 指導計画  単元名 近代化と私たち ― 国民国家の形成 ― 全８時間  ※新課程による評価規準 

      

   第１時 宗教改革は世界をどう変えたのか【●知，●思，●態】 

   第２時 国家はどのようにつくられたのか ― アメリカ独立革命を例にして ―【●知，●思】 

   第３時 市民革命はなぜ起こり，何をもたらしたか ― フランス革命を例にして ―【●知，●思】 

   第４時 欧米の国家統一事業はアジアにどのような影響を与えたか 【●知，●思】 

   第５時 日本が目指す国民国家とはどういうものか【●知，●思】 

   第６時 「国民国家の概念」と「国民国家形成の理由」を  

これまでの学習内容（歴史事象）× 自分たちに身近なキーワードから考えよう 

                                         【○知，●思，●態】 

   第７時 近代における国民国家の形成から私たちは何を学ぶか（本時）【●知，○思，●○態】 

       ― 単元のMQ「なぜ近代は国民国家を必要としたのか」に対する答えを導こう ― 

   第８時 国民国家の形成が現代に及ぼす課題を探ろう【●知，●思，●態】 

       ― 自分たちが指摘した現代社会に見られる課題について資料を用いて考察しよう ―  
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11 単元の指導計画  （●…「学習改善につなげる評価」，○…「評定に用いる評価」）  

 

 

 

時程
   

     学習活動 
  評価の観点 

評価規準等
 

知 思 態 

 

 

 

 

第

１

時 

 

 

 

 

 

＜単元全体の導入＞ 

・「なぜ近代は国民国家を必要と

したのか」という問いに，現時

点の予想する答えを記入する。 

 

・本単元の目標と学習内容を理解

し，どのようにして問いを明ら

かにしていくか見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・宗教改革が進んだ当時の情勢に

ついて資料から読み取る。 

 

 

 

・三十年戦争の勃発からウェスト

ファリア条約の締結に至る過

程，条約の内容に関する資料か

ら宗教改革後の世界の変化につ

いて考察し，ワークシートにま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現時点での予想を記入し，「近代化」と「国民

国家」について見通しをもって学習に取り組も

うとしている。 

 

 これから学ぶ各テーマでこの問いを考察し，単

元の最後に自分で問いへの答えを出すこと，そ

れが現代社会の抱える問題にどのように関係し

ているかを考察する学びの展望を持っている。 

 

 ※記入した予想は，第７時の「単元のまとめと

しての答え」と比較する際に用いる。 

  

 

 

 

 

●宗教の在り方に異論を唱えるルターらを各地の

諸侯が支援したことや印刷技術の普及が後押し

となって宗教改革が進んだことを諸資料から読

み取っている。 

 

●三十年戦争が新教vs旧教という宗教上の対立

に留まらず，王権に基づく独立国家の承認，近

代以降の国家間の外交関係，また国際機関の原

型を生み出したことを，参戦国間の相互のつな

がりに着目して，多面的・多角的に考察し，表

現している。 

 

【単元の基軸となる問い(MQ)】 なぜ近代は国民国家を必要としたのか 

【本時の問い】 宗教改革は世界をどう変えたのか 

 

問い ： メディアはどれほどの影響を国民に与えたか。 （評価資料）：ワークシート 
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第

２ 

時 

 

 

 

 

・資料『独立宣言』を読み，この

革命がイギリスからの独立であ

ると同時に市民の自由・平等を

宣言した近代市民社会への変革

の意義をもつことを読み取る。 

 

・『合衆国憲法』等の独立革命に

関する諸資料と成立したアメリ

カ合衆国の社会を吟味し，疑問

に思ったことや重要と思う事柄

をワークシートに記述する。 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●資料『独立宣言』から，当時の市民が自然法・

革命権・社会契約説などの権利の保障を目指し

て活動した様を読み取っている。 

 

 

 

●憲法の制定や選挙権の獲得など独立革命がもた

らした成果と，社会的弱者の排除や市民権の及

ぶ範囲の限界などの課題について，現代との差

異に着目して多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

 

 

 

 

第

３

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フランス革命の一連の資料を活

用し，グループ毎に分担を決め

て協力しながら「フランス革

命」の内容を読み取る。 

 

 

 

・他国の干渉やナポレオン時代の

対外政策の資料から，フランス

革命が他国にも大きな影響を与

えたことを読み取る。 

 

 

・ここまでの学習活動を手がかり

に「市民革命はなぜ起こり，何

をもたらしたか」を考察し，ワ

ークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●絶対王政下のフランスに見られた財政破綻や身

分格差の問題，革命勃発期のブルジョア層の台

頭や義勇軍の活躍，共和政国家の樹立と課題，

他国に与えた影響，の４つの項目について，自

身のグループに割り当てられた項目に関する資

料を適宜選択し，読み取っている。 

 

●ナポレオンの他国への侵略，ナポレオン法典の

伝播に関する資料から，国内外にもたらした経

済・政治体制の変化，市民の権利と人権の限界

など，当時のフランスが国際社会に及ぼした影

響力の大きさについて読み取っている。 

 

●フランス革命に関わった国王，市民，革命の中

心人物，ナポレオンの行動をもとにフランス革

命の推移に着目して，革命の成果と課題を多面

的・多角的に考察し，表現している。 

 

 

 

 

 

第

４ 

時 

 

 

 

 

 

・産業革命の背景や生活の変化，

恩恵，問題点，影響について，

各担当箇所に関連する配布資料

や各自で収集した資料から情報

を読み取る。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●各自の担当箇所に関連する配布資料に加えて，

１人１台端末等を活用して積極的に資料を収集

し，産業革命がもたらした利便性と環境破壊，

健康被害の問題など，社会構造の変化やその功

罪を読み取っている。 

【本時の問い】 市民革命はなぜ起こり，何をもたらしたか ― フランス革命を例にして ― 

（評価資料）：ワークシート，グループワーク 

【本時の問い】 国家はどのようにつくられたのか ― アメリカ独立革命を例にして ― 

（評価資料）：ワークシート 

 

【本時の問い】 欧米の国家統一事業はアジアにどのような影響を与えたか 

（評価資料）：ワークシート 
       (授業支援アプリを含む) 
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・ヨーロッパ諸国との貿易や戦争

を経験した中国，インド，西ア

ジア諸国などのアジア各地で起

こった変化について，資料から

読み取る。 

 

・ここまでの学習活動を手がかり

に，国際分業体制の成立を背景

にした欧米諸国のアジア進出が

アジア諸国の近代化に与えた影

響をワークシートにまとめる。 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

●中国における漢人の自立への自覚，インドやエ

ジプトでの反乱，西アジアのオスマン帝国にみ

られる西洋化政策など，アジア周辺の動きを資

料から読み取り，アジア各地で起こった民族意

識の高揚や近代化政策について理解している。 

 

●ヨーロッパ諸国とアジア諸国との貿易や戦争か

ら成立した国際分業体制に見られる特徴を，相

互の関係性に着目して多面的・多角的に考察

し，表現している。 

 

 

 

 

 

第

５

時 

 

 

 

 

 

 

 

・明治新政府が日本の近代化実現

のために取り組んできた複数の

政策とその効果について関連す

る資料から読み取り，グループ

毎に分担を決めて発表する。 

 

・本時の学習に基づき，本時の問

いである「日本が目指す国民国

家」に対して考察し，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●明治新政府の政策として注目される殖産興業，

教育，大日本帝国憲法，徴兵令について，各担

当グループに分かれて新政府の意図と政策の成

果を資料から読み取り，１人１台端末を活用し

て全体に説明している。 

 

●資料から読み取った内容を基に，工業化政策，

政治制度，教育等の多様な点から急速な近代化

と国民国家形成を目指した明治新政府の意図と

その結果について，欧米諸国と比較しながら多

面的・多角的に考察し，表現している。 

 

 

 

 

 

第

６

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各グループが７つのカテゴリー

（宗教，経済 政治，シンボ

ル，領土，教育，人権）から２

つ，第１～５時で学習した歴史

事象から１つを選択して組み合

わせ，「国民国家とは何か」

（概念），「なぜ国民国家がつ

くられたのか」（理由）を見出

す研究テーマを各グループで設

定する。 

 

・a「テーマ設定の理由（カテゴ

リーと歴史事象の選択理由を含

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

●「国民国家の概念」「国民国家形成の理由」を

見出すための題材選びとテーマ設定の際，なぜ

それを選んだか，どのような結論が予想される

か，現在を含む将来にどうつながっているの

か，という見通しを立てながらカテゴリーと歴

史事象を選択している。 

 

 

 

 

 

○aについては，「国民国家形成の理由」を解き

明かすことを意識したテーマ設定になってい

【本時の問い】 日本が目指す国民国家とはどういうものか 

（評価資料）：ワークシート 
       (授業支援アプリを含む) 

【本時の問い】 「国民国家の概念」と「国民国家形成の理由」を  

これまでの学習内容（歴史事象）× 自分たちに身近なキーワードから考えよう 

 

 

（評価資料）：ワークシート，グループワーク 

       (授業支援アプリを活用する） 
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む）」b「カテゴリー①に関す

る検証」c「カテゴリー②に関

する検証」d「まとめ「国民国

家の概念」「国民国家形成の理

由」についての結論」の４項目

を各自でワークシートにまとめ

る。 

・各自が調べた内容をグループで

共有し，協力しながら授業支援

アプリのグループワークシート

にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

る，b・cについては，aに即した資料を選択し

て必要な情報を読み取っている，dについて

は，a・b・cを踏まえて，自分なりに考えた

「国民国家の概念」「国民国家形成の理由」を

説明している。 

 

 

●グループでの意見交換を通じて，同じテーマで

あっても自身と他者とでは探した資料やその読

み取り方に差異があることに着目し，皆の学習

成果を取り入れてグループとしてのまとめを作

成している。 

 

 

 

 

 

第

７

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

・近代における「国民国家の概

念」と「国民国家形成の理由」

について，各グループが選択し

たカテゴリーと歴史事象から成

る検証結果を基に発表する。 

 

 

・自らの研究活動と各グループの

発表を踏まえて「国民国家の概

念」をより広範な視点から思考

し，再構築する。 

 

・単元のMQ「なぜ近代は国民国

家を必要としたのか」の結論を

ワークシートに記入する。 

 

 

 

 

・本単元の最初の授業でMQに対

する答え(MA)の予想を記入した

プリントを返却し，本時までの

学習で自身の考えがどのように

変化したかを振り返り，ワーク

シートに文章でまとめる。 

 

 ・１人１台端末上で現代の諸課

題のイメージマップを作成して

整理し，本単元で学んだ内容と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

・選択したカテゴリーと歴史事象が国民国家を形

成する要素となることを収集した資料から指摘

し，「国民国家の概念」と「国民国家形成の理

由」を資料に基づく論理性のあるものとして説

明している。 

 

 

●自身の作成したワークシートやグループ内の意

見交換，クラス全体での研究成果の共有といっ

た一連の学習内容を踏まえて「国民国家の概

念」を再構築している。 

 

○一連の学習活動から最終的に到達した「国民国

家の概念」に基づいて「国民国家形成の理由」

を文章にまとめている。その際，他国に及ぼし

た影響や現代までの推移等，空間及び時間のつ

ながりに触れながらMQに対するMAを記入して

いる。 

 

○初回の授業と本時の授業で自身が書いたMAの

記述を比較して，本単元における資料読解や資

料収集，文章化する学習活動等のいずれの方法

が自身の学習において有効であったかを振り返

っている。自身の学習内容の深まりについて自

己評価をしている。 

 

●「現代の諸課題」を書き出してイメージマップ

を作成し，それらを７つのカテゴリーに分ける

作業を通じて，本時までの歴史学習と「現代の

【本時の問い】 近代における国民国家の形成から私たちは何を学ぶか （本時）  

 ― 単元のMQ「なぜ近代は国民国家を必要としたのか」に対する答えを導こう ― 

 

 

（評価資料）：ワークシート，発表 

(授業支援アプリを活用する) 
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の類似点をワークシートに記入

する。 

諸課題」の関連性を見出し，第８時の現代社会

の諸課題の考察に意欲的に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 

 

第

８

時 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

・前時に学んだ「国民国家の概

念」と関連付けながら，現代社

会に見られる課題について新聞

記事やニュースから読み取る。 

 

 

・これまでの学習活動に基づき，

現代社会に見られる諸課題に自

らがどう向き合うかを問い，広

範な視点で思考する。 

 

・本単元で学習してきた内容や方 

 法を振り返り，今後の歴史学習

 に活かすことのできる視点や方

 法を見出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

●「現代的な諸課題」と「歴史的な状況」とをつ

なぐ科目ならではの「見方・考え方」（「自由

と制限」「富裕と貧困」「対立と協調」「統合

と分化」「開発と保全」）のいずれかの視点に

基づいて，記事を読み取っている。 

 

●本単元を通じて獲得した「国民国家の概念」と

照合させながら現代社会に目を向けて関連性を

見出し，現代社会の諸課題を自らに関係のある

こととして捉えて広範な視点で思考している。 

 

●「現代の諸課題」についても７つのカテゴリー

に分けて考えることができ，「今」に向き合う

ために「過去」と向き合うことが大切であると

気付けている。またグループ等での議論を通じ

て適宜修正を加えながら考えを常に深化させよ

うとする姿勢をもっている。 

  

 

12 本時の指導計画（第７時） 

時間
 

学習活動
 

指導上の留意点
 学習活動における具体的

な評価規準
 評価対象

 

 

 

導

入 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の発表に至る経緯

を復習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時のイメージマップ

から選択したカテゴリ

ーが【基軸となる問い

(MQ)】の答えにつなが

る重要な項目であるこ

とを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時に考察したりまと

めたりした内容を整理

し，１人１台端末を用い

た発表の手順を習得し

ている。 

 

【本時の問い】 国民国家の形成が現代に及ぼす課題を探ろう   

―第７時に自分たちが指摘した現代社会に見られる課題について資料を用いて考察しよう―  

（評価資料）：ワークシート，グループワーク 

(授業支援アプリを活用する) 

【単元の基軸となる問い(MQ)】「なぜ近代は国民国家を必要としたのか」 

【本時の重点目標】複数の視点から「国民国家の概念」を理解し， 

自らの言葉で「国民国家形成の理由」を説明する(＝Main Answer) 

5 

【本時の問い】近代における国民国家の形成から私たちは何を学ぶか   

 ― 単元のMQ「なぜ近代は国民国家を必要としたのか」に対する答えを導こう ― 
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・発表の仕方について確

認する。 

 

・授業支援アプリを用い

た発表のポイントを確

認させる。 

 

展

開 

１ 

 

分 

 

 

 

・近代における「国民国

家の概念」と「国民国

家形成の理由」につい

て，各グループが選択

したカテゴリーと歴史

事象から成る検証結果

を基に発表する。 

 

 

・選択したカテゴリーと

歴史事象がどのように

国民国家の形成に関連

付いているかを明確に

示させる。 

・発表を聞く相手が理解

しやすい伝え方や見せ

方の工夫を促す。 

 

 

・選択したカテゴリーと

歴史事象が国民国家を

形成する要素となるこ

とを収集した資料から

指摘し，「国民国家の

概念」と「国民国家形

成の理由」を資料に基

づく論理性のあるもの

として説明している。 

 

・タブレット画面 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

２ 

 

分 

 

 

 

・自らの研究活動と各グ

ループの発表を踏まえ

て「国民国家の概念」

をより広範な視点から

思考し，再構築する。 

 

 

 

 

・単元のMQ「なぜ近代

は国民国家を必要とし

たのか」の結論(MA)を

ワークシートに記入す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・教師による複合的な観

点からのＰｏｉｎｔ解説

を聞き，国民と国家の

両方の立場に立ち，ワ

ークシートに記入す

る。 

・結論Ｙ・Ｚも参考にし

て，「国民」として暮

らしている自身の日常

も含めながら「国民国

家の概念」を一層深

め，ワークシートに追

記する。 

 

・「概念」は生徒にとっ

て捉えにくいため，

「国民国家を形成する

大きな目的」を見出す

ように促す。 

 

 

 

 

・これまでの学習を踏ま

えて自分自身で結論を

導くように促す。他者

の異なる意見を比較

し，類似点や相違点を

考えるように声かけす

る。 

 

 

 

 

 

・国民側，国家側という

異なる立場に立って先

に出した結論を再度見

返し，追加できる点が

ないかを確認させる。 

 

・「国民」として暮らす

自身についても意識を

向けながら「近代にお

ける国民国家の形成か

ら私たちは何を学ぶの

か」の問いを自分事と

して捉えさせる。 

 

・自身の作成したワーク

シートやグループ内の

意見交換，クラス全体

での研究成果の共有と

いった一連の学習内容

を踏まえて「国民国家

の概念」を再構築して

いる。 【知】 

 

・一連の学習活動から最

終的に到達した「国民

国家の概念」に基づい

て「国民国家形成の理

由」を文章にまとめて

いる。その際，他国に

及ぼした影響や現代ま

での推移等，空間及び

時間のつながりに触れ

ながらMQに対するMA

を記入している。【思】 

 

・国民と国家の異なる立

場に立ちながら考察し

ている。 

 

 

 

・結論Ｙ・Ｚの（ ）に

入る語句を考察し，表

現することで，「国

民」として暮らす自身

の日常も含めて「国民

国家の概念」をより広

範に捉えている。  

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート 

 

15 

15 
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展

開 

３ 

分 

 

・本単元の最初の授業で

自身がMQに対するMA

の予想を記入した第１

時のプリントを返却

し，本時までの学習で

自身の考えがどのよう

に変化したかを振り返

り，ワークシートに文

章でまとめる。 

 

 

・「国民国家」に対する

イメージや捉え方，考

え方の変化について，

自分自身に問いかけさ

せる。 

 

 

・初回の授業と本時の授

業で自身が書いたMAの

記述を比較して，本単

元における資料読解や

資料収集，文章化する

学習活動等のいずれの

方法が自身の学習にお

いて有効であったかを

振り返っている。自身

の学習内容の深まりに

ついて自己評価をして

いる。   【態】 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 
 

 

 

ま

と

め 

分 

 

・１人１台端末上で現代

の諸課題のイメージマ

ップを作成して整理

し，本単元で学んだ内

容との類似点をワーク

シートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

・学んだこととの関係性

を考えながら，自由に

関連語句を挙げさせ，

次回の授業に関心を持

たせる。 

 

 

・「現代の諸課題」を書

き出してイメージマッ

プを作成し，それらを

７つのカテゴリーに分

ける作業を通じて，本

時までの歴史学習と

「現代の諸課題」の関

連性を見出し，第８時

の現代社会の諸課題の

考察に意欲的に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

13 本時における評価の目安 ○【思】○【態】 と 予想される生徒の解答例（評価Ａ・Ｂ） 

 
Ａ（十分に満足できると判

断される） 

Ｂ（おおむね満足できると

判断される） 

Ｃ（「おおむね満足できる」状

況を実現するための具体的な

指導・手立て） 

思考・判断・表

現 

一連の学習活動から最終的

に到達した「国民国家の概

念」に基づいて「国民国家

形成の理由」を文章にまと

めている。その際，自身の

担当箇所だけでなく複数の

事例とカテゴリーにも言及

し，他国に及ぼした影響や

現代までの推移等，空間及

び時間のつながりを広範な

視点で触れながらMQに対す

るMAを記入している。 

一連の学習活動から最終的

に到達した「国民国家の概

念」に基づいて「国民国家

形成の理由」を文章にまと

めている。その際，他国に

及ぼした影響や現代までの

推移等，空間及び時間のつ

ながりに触れながらMQに対

するMAを記入している。  

Ｂを満たしていない場合の指

導・手立てとして，指導者が

該当生徒の現時点での理解度

を把握した上で，「国民国家

の概念」を本単元のこれまで

の学習内容や配布資料等を活

用して理解させる。それを踏

まえて「誰が，なぜ，自分の

国を国民国家にするためにど

のように行動したのか，それ

が世界全体をどう変えていっ

たのか」を自身のワークシー

ト，グループシートを活用し

て思考させ，表現させる。 

10  

5 
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主体的に学習に

取り組む態度 

初回の授業と本時の授業で

自身が書いたMAの記述を比

較して，本単元における資

料読解や資料収集，文章化

する学習活動等のいずれの

方法が自身の学習において

有効であったかを振り返っ

ている。自身の学習内容の

深まりについて思考の変容

を具体的な項目を挙げて説

明し，自己評価をしてい

る。 

初回の授業と本時の授業で

自身が書いたMAの記述を比

較して，本単元における資

料読解や資料収集，文章化

する学習活動等のいずれの

方法が自身の学習において

有効であったかを振り返っ

ている。自身の学習内容の

深まりについて自己評価を

している。 

Ｂを満たしていない場合の指

導・手立てとして，初回の授

業と本時の授業でMQに対する

MAの記述内容に変化が見られ

ない生徒に対しては，第６時

のワークシートで自身が資料

の再検証をした際に記述した

内容を確認させ，初回の授業

から思考の深まりが見られる

箇所を授業者が指摘すること

で，深化したMAを記述させ

る。 

 

（評価Ｂ）に該当する生徒の解答例 

思考・判断・

表現 

（例①） 

国民が国王による絶対王政などに対して不満をもち，国民が一体となって反発を起こした。そ

こで民主主義の精神が生まれ，国民が中心となって政治を動かそうという意識が強まっていっ

た。 

（例②） 

国民国家をつくるためには古い体制を壊す国民の団結が必要で，自由と平等を追い求め，様々

な場所で革命が起きて国家が出来た。 

（例③） 

国民国家に必要なことは，国民一人一人の主権獲得と独立，または建国の意志が強く，それを

引っ張っていく主導者が必要である。 

主体的に学習

に取り組む態

度 

（例①）「学習の方法」についての振り返りの例 

それぞれの改革について内容や流れを詳しく知ることができた。同じことを調べていても着目

する点や調べ方で気づけることが増えた。 

（例②）「学習の内容」の変化を記述した例 

周りの影響を受けたからという単純な理由ではなく，ヨーロッパから刺激を受けて各国で様々

な政策が行われ，国によって発展の仕方に違いがあると感じた。 

 

（評価Ａ）に該当する生徒の解答例 

思考・判断・

表現 

（例①） 

宗教改革で宗教の力が弱まり宗教の縛りから解放された人々が民族や思想をもとに領土や主権

をもつ国家になった。そしてフランス革命などを経て，国民国家は他の力から干渉されること

なく，その国の国民が権利やアイデンティティを守るためのものとなった。その後国民国家は

近代的なものとしてヨーロッパから世界各地へと広がった。 

（複数の事例とカテゴリーにも言及しており，広範な視点から記述している） 

（例②） 

身分の格差や，女性蔑視などの性別による政治格差を改善するためには国民国家が必要であっ

た。平等な国をつくるためには国民が主権をもっている国民国家であることが必要だが，実際

は完全に平等をつくることは難しく，理想の国民国家にはならなかった。 

 （他者との意見交換をもとに，新たな視点として国民国家形成の難しさを記述している） 

主体的に学習

に取り組む態

度 

初回と比べて，国民国家に対する知識が深まった。ただただ国民が国民自身で国家を作り上げ

ることだと思っていたが，国民の自由や平等な権利，差別の問題など，様々な要素が混ざり合

って国民国家を必要としたということがわかった。（思考の変容を具体的に記述している） 

 


